
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

 令 和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 浦 和 東 高 等 学 校 ）       

目 指 す 学 校 像 確かな人間力と教養を育み、生徒一人ひとりが自己の探究と実現ができる学校       
※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価懇話

会を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日

とする。 

       

達 
成 
度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 学力の向上をめざし、授業改善と主体的な学習習慣の確立を進める。 
２ 自律心と規範意識を高める生徒指導と学習及び部活動の環境整備を進める。 
３ 自己探究により進路意識を高め、進路希望の実現率を高める指導を進める。 
４ 保護者・地域連携と情報発信を充実させ、開かれた学校づくりを推進する。 
５ ICT 活用指導力の向上と ICT 環境の整備、学校教育活動のデジタル化を進める。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)  出席者 
学校関係者      ７名 
生徒         ５名 
事務局(教職員)    ８名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)  

 Ｄ 不十分(４割未満)  

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学校関係者評価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ １ 月 ２ １ 日  現 在 ）  実施日令和８年１月３０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 
次年度への課題と改善

策 
 

学校関係者からの意見 
・要望・評価等 

１ 

・教職員が ICT 機器やアプリを活用

し、生徒の興味関心を引き出す授

業を実践に努めることに加え、生

徒自身が授業以外でも主体的に学

習に取り組む習慣を育む必要があ

る。 

・ICT 機器を上手く活用し

た授業が展開されてい

る 

・主体的・対話的な学習

を通じて、生徒の興

味・関心が引き出され

ている。 

・生徒の学習習慣が確立

している 

・ICT 機器を活用した授業及びオンライン授業についての

授業見学や研修、意見交換を実施する。 

・年次研修の研究授業（知識構成型ジグソー法）、授業公

開期間の設定など、多くの教員による積極的な授業研究

を実施する。 

・家庭学習や自主学習の意識向上を図るため、各教科で適

切な課題を検討するとともに、進路指導部とも連携しな

がら、部活動の前後にける学習室の積極的な活用を促進

する。 

・ICT 機器や関連アプリを活用した授業を

行うことができたか。 

・主体的・対話的な展開の授業等を取り入

れられた結果、授業評価アンケートの結

果から授業改善の成果が見られたか。 

・授業以外の学習の時間（家庭学習・学習

室利用）が増えたか。 

・「授業や校務で昨年度より ICT 機器を

積極的に活用できた」の教員の割合が約

94％。MetaMoji をはじめ、さまざまなツ

ールを活用して主体的・対話的な授業を

展開した。また、「授業公開や授業見学

を実施し、指導方法・内容の改善に努め

ている」の割合が約 90％。 

・「先生が興味・関心・意欲を引き出す

授業をしている」と回答した生徒の割合

が約 86％。 

・授業以外の学習の習慣化は例年と変わ

らず低い水準（１時間以上の学習が習慣

化している生徒は約 17％）であった。学

習室利用者は約 46％。 

B 

・授業については各教員の研

修や工夫が多く見られ、規律

ある雰囲気で行われている

が、授業以外の学習の習慣化

には依然大きな課題である。 

各教科における課題の提示、

部活動単位での学習へのはた

らきかけ等、引き続き取り組

む必要があるが、「何のため

に学習するのか」という学習

の必要性を学校全体で連携し

ながら伝えていくべきと感じ

る。 

 

・学習時間増加には、授業ごとの課題

や「このページを見ると良い」といっ

た具体的な指示があると、勉強意欲が

高まる。また、課題がプリント配付だ

と学校に置き忘れた場合に勉強ができ

ない。タブレット配信が進めば、スマ

ートフォンなどの小さな画面でも

MetaMoji で勉強することもできるの

で、短い時間も有効活用できるといっ

た生徒の意見もある。学校としても昔

ながらの勉強方法を見直し、デジタル

配信による課題提供システムへの転換

を検討することが大切だと思う。 

２ 

・交通事故、バスの乗車マナー、バ

ス通学者増加に伴う乗車困難など

の問題が生じている。 

・自転車のヘルメット着用が努力義

務化となったが、自転車通学にお

ける着用者が少ない。 

・TPO を意識した言動を身に着ける

ため、自律心と規範意識を高める

指導を進める必要がある。 

・交通ルールやバス乗車

マナーがしっかり浸透

している。 

・ヘルメットの重要性を

理解し、通学における

着用者が増えている。 

・安心、安全な学校つく

りに努めている。 

・様々な場面での交通安全指導・講話を実施する。 

・定期的な立哨指導を実施する（下校含む） 

・バス乗車指導を実施する。 

・バス会社や浦和学院高校、大宮開成高校と調整を図る。 

・ヘルメット着用を校則として導入する。 

・日常の様々な場面において教職員からの積極的な投げか

けを増やす。生徒が正しい判断のもと、TPO を意識した

言動や行動について考え、行動する機会を増やす。 

・生徒会とも連携して、目標達成に取り組む。 

・交通事故の件数や乗車マナーに対する外

部の批判的な意見が減少したか。 

・ヘルメットを着用する生徒の人数が増加

したか。 

・バス通学生徒へのヒアリングで前向きな

回答が得られたか。 

・生徒指導部による日常の学校生活での観

察や、担任、教科担当、部活動顧問との

情報共有を通じ、安全で安心な学校にな

っているか。 

・自転車やバス乗車マナーについて２か月に

１回程度指導依頼の連絡をいただいた(減

少)。交通事故は 11 件で前年と比べて２件減

少した。ヘルメット校則導入の成果は１年生

には多少みられた。生徒会が定期的に自転車

ヘルメット着用を呼び掛けた。 

・教職員が協力して声掛け、対話をすること

によってＴＰＯを意識した行動のとれる生徒

が増えてきていると感じる。一方、SNS の使

い方については課題が残った。 

B 

・引き続き交通安全指導を徹底し

ていく（特に年度当初）。ヘルメ

ット校則導入の意味を周知徹底し

ていく。生徒会と協力して、生徒

が中心となって主体的に交通安

全、ヘルメット着用、ＴＰＯを意

識した行動について考え、活動で

きるようにしていく。 

生徒がつくる SNS ルールを導入し

ていく。 

 

校則でヘルメット着用を明文化するこ

とは非常に優れており、ヘルメット着

用率が 11％に上昇したことは、おし

ゃれを重視する生徒が多い中での大き

な成果であり、実質的な効果が出てい

ると評価できる。また、自転車事故の

内容や原因を生徒に対して情報還元

し、交通安全に関する啓蒙活動に活か

すことで、実践的な安全意識を育成す

る機会に繋げられるので、ぜひ検討い

ただきたい。 

３ 

・生徒の進路先が多岐にわたってお

り、また入試制度が多様化してい

るため、情報を収集・管理し、計

画的・系統的な進路指導を実践す

る必要がある。 

・生徒の進路意識を高め、自己分析

から主体的に進路活動に取り組む

ことのできる環境を整える必要が

ある。 

・生徒一人ひとりの進路

実現を踏まえ、多面的

な進路指導が実施でき

ている。 

・入試制度に係る知識を

教員間で共有し、その

知識を生徒にも還元し

た指導が行えている。 

・３年間を通した指導計

画をもとに進路指導・

ガイダンスを実施し、

生徒の進路意識が高ま

っている。 

・適切な時期に各模擬試験を行い、その結果を参考に生徒

の学習状況の改善を図るだけでなく、面接指導や小論文

指導などにも活かした進路指導を実施する。 

・教員対象の学校説明会などで得た進路情報を、教職員間

で共有する体制を整備し、生徒への適切な情報提供を充

実させる。 

・生徒が進路行事を通じて、必要な情報を自ら収集し、積

極的に進路実現に取り組む姿勢を養う。 

・各模擬試験の結果を進路指導に上手く活

かすことができたか。 

・生徒の志望校における教員対象の学校説

明会に多く参加し、教員間で共有を図れ

たか。 

・計画的に目的を持ったガイダンスの企

画・運営を行い、進路行事・進路結果の

満足度９０％以上を達成したか。 

 

・スタディサポートや実力診断テストで

は、各教科の成績に加味することで昨年

度並みの GTZ（学習到達ゾーン）を維持

した。 

・教員対象の学校説明会に 18 校参加し、

本校生徒が入学した実績の多い学校か

ら、指定校枠のない学校まで説明を聞き

教員間で伝達を行うことで多くの情報を

共有することができた。また、説明会に

多く参加したことで、生徒向けの入試対

策講座を数校に依頼し、開講することも

できた。 

・進路結果満足度は 96.9％、進路行事へ

の積極的な参加 87.１％と昨年度よりわ

ずかだが上昇したこともあり、効果的な

進路ガイダンスの運営ができたと考え

る。 

Ａ 

 

 

 

 

B 

・年内入試の多様化に伴い、戦略

的な情報収集と共有が合否を分け

る時代になっている。次年度では

最新情報を教員間で迅速かつ緊密

に共有し、生徒一人ひとりに最適

な情報を早期に提供できるように

する必要がある。次年度では教員

対象の学校説明会に参加数を増や

し、より多くの情報を取り入れる

とともに、進路便り等での周知の

徹底をしていく。また、外部試験

を利用し、生徒の進路活動を充実

させていく。 

・探究活動や各種進路行事等を活

用しながら、引き続き新入試に対 

応できる資質能力の養成を図る。 

進路行事への積極的な参加につい

て 90％を超えなかったため、次年

度では進路行事前の事前指導を厚

くすることで、進路意識の向上を

図る。 

 

埼玉経済同友会が実施している企業と

高校生の交流会は、探究型学習の有効

な事例と考える。生徒があらかじめ提

示された約 30 社の企業リストから興

味のある数社を選択し、各社 30 分程

度の説明を受ける仕組みになってい

る。企業担当者から働き方や仕事内

容、職業観などの話を聞くことで、生

徒は「将来その業界で働きたい」「そ

の業界での働き方」「その業界で働く

ためにはどの大学に進学すべきか」と

いった関係を考えさせる契機になる。

このシステムは職業観の醸成に極めて

有効である。また、インターンシップ

を通じた同様の探究型カリキュラムな

ども参考にしてほしい。 

４ 

・学校説明会の内容をさらに発展・

充実させて、中学生の本校への理

解を高めていく。 

・学校 HP や一斉メールなどのツール

を活用し、本校の取り組みに関す

る情報を積極的に発信する。 

・学校説明会等をより充

実させるために、適切

な方法で実施する。 

・学校に寄せられる情報

を適切な方法、時期に

提供している。 

 

・安心・安全に配慮した年４回の学校説明会・部活動体験

等の開催や、校外で開催される高校説明会等に参加す

る。 

・学校 HP の改善や、進路や奨学金等に関する情報提供や

学校行事等のリアルタイム更新による情報発信を適切に

行う。 

・地域活動への積極的な参加を実施する。 

・保護者への授業評価アンケートの実施。 

・工夫・改善された学校説明会などを通し

て本校への理解が深まり、進学意欲が高

まったか。 

・本校の志願者数（昨年度 421 名）が増加

したか。 

・積極的な情報提供を行い、保護者による

学校評価アンケートの結果から情報が家

庭に確実に届いたか。 

・計４回の学校説明会を滞りなく実施で

きた。第２・３回説明会で今年度新たに

部活動体験も実施し大変好評であった。 

・志願者数は減少見込である。 

・学校 HP で活発に情報発信をした。特に

部活動に関しては例年以上に活動報告を

行った。保護者アンケートにおいて「HP

を見て本校理解に役立てている」の割合

が約 77％、「学校からの保護者あて文書

をよく見ている」の割合が約 81％。 

A 

 

 

A 

 

 

 

 

・生徒の活発で礼儀正しい様子、

部活動発表、生徒との対話等が大

変好評であるため、次年度以降も

この部分をより生かしていく。 

・HP による保護者・地域への情報

発信は今後も積極的に行う。その

他にも、保護者会、面談、日常の

保護者連絡等さまざまな場面で保

護者との連携を強め、学校への理

解を得るよう努める。 

 

生徒募集は学校経営の中でも極めて重要な

課題である。入試制度の変更に学校として

迅速かつ適切に対応することが重要であ

り、変化すべき点は柔軟に見直す必要があ

る。浦和東高校は、サッカー部に象徴され

る充実した部活動と落ち着いた学風で知ら

れている。入試制度の変化に対応しながら

も、同時に「浦和東高校の本質は変わらな

い」という学校の強みと一貫性を受検生に

しっかりアピールすべきである。 

５ 

・授業での ICT 活用等、教育活動の

デジタル化を進める。 

・授業や課題等の配信を

デジタル化する。 

・校務に ICT を取り入れ

る。 

・ICT を活用した授業や課題配信等、教育活動の工夫に取

り組む。 

・校外で実施される ICT 研修会に参加し、校内研修会等を

通し共有する。 

・自動採点システムや生成 AI の活用など、校務のデジタ

ル化を推進する。 

・授業や校務で ICT を昨年度よりも「積極

的に活用できた」と回答した教員が

70％以上。 

・授業における ICT 活用方法に満足してい

る生徒が、昨年度（約 35％）より増加

したか。 

・授業や校務で ICT を昨年度よりも「積

極的に活用できた」と回答した教員は

93％であった。 

・学校評価アンケートにおいて「よかっ

たと思う授業で評価する要素」としてタ

ブレットの使い方と回答する生徒は

18.5％であり、授業での活用方法には課

題が残った。 

B 

・外部の研修会や他校の

事例などから情報収集

し、引き続き授業での活

用方法を検討していく。 

・校内研修を充実させ、

ICT 活用指導力の向上を目

指す。 

さいたま市の中学校では iPad への切

り替えが進められており、活用方法や

タイピング能力の育成が課題である。

プログラミングの授業もあるため、高

校に進学する際、生徒がどこまで使え

るようになっているかは重要なので、

今後も情報を提供いただきたい。 

 


